
【参加費】  １） MedXMLコンソーシアム会員  医療機関および大学等所属： 3,000円 

          (H20年度会員対象)     上記以外の所属の方：  20,000円 

              ２） MedXMLコンソーシアム非会員 病院および大学等所属：  6,000円 

                                                       上記以外の所属の方：   40,000円 

        ３） 医療情報技師の方で、 

                23日最先端セミナーのみ参加ご希望の方：       3,000円 

          ●懇親会費 ：  7,000 円 （懇親会は23日です。 場所：芝蘭会館） 

 

 

【プログラム】 

2008年5月22日 プログラマーズキャンプ 
 openEHRの理解と、MMLの今後 

 23日  Seagaia Meeting1日目  
 最先端セミナー： openEHRとは何か？                       

 24日 Seagaia Meeting2日目  
サイバー・ラボの新パラダイム、EHRの今後と進化 

日時：2008年5月22日（木）～24日（土） 
場所：京都大学医学部同窓会館（芝蘭会館） 

    京都市左京区近衛 京大医学部内 

非営利活動法人 

MedXMLコンソーシアム 

MedXMLコンソーシアム理事長   大橋克洋 

Seagaia Meeting 2008実行委員長  吉原博幸 

申し込み受付：http://www.seagaia.org/~sg2008/ 

   病院の情報システムも90年代の医事システムから始まり、2000年代のある意味その延長に過ぎ

なかった電子カルテシステム、さらに電子カルテを相互接続したEHR。そして、病気の人だけでな

く健康な人も含めたPHRと、どんどん概念は膨らんでいます。また、情報交換や保管の規格も最近

ではヨーロッパからの提案（ehr.com）も現実味を帯びてきており、なかなか複雑な様相を呈して

います。学会とは異なり、このような混沌の中でSeagaiaMeetingでの率直な議論は、大変有意義だ

と考えています。春爛漫の京都での活発な議論を来しています。どうぞお越し下さい。 

Seagaia Meeting 2008 in Kyoto 
EHR から PHRへ  

Seagaia Meeting 2008：http://www.seagaia.org/index.html 

問い合わせ先：sg2008office@seagaia.org (事務局専用メールアドレス)  

※23日『OpenEHR特別セミナー』は医療情報技師更新ポイント（1点）が付与されます。 

当日、受付にて認定証（カード）をご呈示ください。お忘れになりますと対応できませんのでご注意ください。 

医療情報技師更新ポイントに関するお問合せ：kaori@kuhp.kyoto-u.ac.jp（担当：塩見） 



5/23日（金）SeagaiaMeeting1日目（芝蘭会館本館）  

09:30-12:00 サイバー・ラボの新パラダイム（サイバー・ラボ 加藤康之） 

       第１部：～ 疾病現象や大規模自然災害対応等の複雑系を記述する新プラットフォーム ～       

       第２部：～ End User ComputingのWEB化が切り開く新たな開発パラダイム ～     

       第３部：～ CyberFrameworkの第３世代WEB技術統合化プラットフォームの世界 ～ 
 

13:30-17:00  EHRの今後と進化 

   【話題提供】 

          １）地域連携医療の問題点と未来  

                 有田憲司、荒木賢二（宮崎大学）、 吉原博幸（京都大学） 

         ２）札幌生協プロジェクト（大松重尚） 

                    日本の食べ物の世界で何が起きているか？ー食品にも「カルテ」ー 

         ３）Googleの基盤技術（Google Japan 演者未定） 

         ４）パネルディスカッション 

13:00- アーキタイプ技術(openEHR)とその背景 

      オーストラリアからopenEHRの専門家を招いてレクチャー 

    ●セミナー１「Archetype入門－その構造と臨床モデル」 

      講師：Dr. Heather Leslie, Director of Clinical Modeling（Ocean Informatics, Australia） 
    ●セミナー２「アーキタイプ技術(openEHR)を基盤としたEHRの実際」  
      講師：Dr. Hugh Leslie, Clinical Director（Ocean Informatics, Australia） 
 

18:00- 懇親会（芝蘭会館本館） 

13:00-    openEHRの理解と、MMLの今後 （中島裕生、小林慎治） 

18:00-     懇親会（京都の繁華街を予定） 

     ※Programmer's Camp終了後、京都市内での食事会を計画しています。（5,000円程度） 

5/22日（木）プログラマズ・キャンプ（芝蘭会館別館）  

5/24日（土）seagaiaMeeting２日目（芝蘭会館本館） 

Seagaia Meeting 2008 in Kyoto 

主催：MedXMLコンソーシアム  共催：日本医療ネットワーク協会 

協賛：医療オープンソースソフトウェア協議会   

後援：日本医療情報学会関西支部 、 関西医療情報処理懇談会（KMI) 

Seagaia Meeting 2008：http://www.seagaia.org/index.html 

問い合わせ先：sg2008office@seagaia.org (事務局専用メールアドレス)  


